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問
題

　
ω
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
と
「
歴
史
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史
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《
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概
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は
　
じ
　
め
　
に

　
第
二
次
大
戦
後
、
世
界
の
経
済
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
来
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
一
九
七

〇
年
代
に
入
り
、
イ
ン
フ
レ
と
失
業
の
同
時
並
存
と
い
う
所
謂
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
（
ω
β
ゆ
q
自
①
二
8
）
の
発
生
に
よ
っ
て
、
最
近
、

ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
は
、
そ
の
知
的
信
頼
を
著
し
く
低
下
さ
せ
て
い
る
。
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
に
代
わ
っ
て
、
現
在
、
次
第
に
主
流
派
を
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
つ
つ
あ
る
の
が
、
「
新
自
由
主
義
」
（
昌
O
O
一
一
一
げ
Φ
門
p
⇔
一
一
ω
5
P
）
、
ま
た
は
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ハ
イ
エ
ク

は
、
新
自
由
主
義
者
の
一
人
で
あ
り
、
新
自
由
主
義
の
哲
学
、
理
論
の
発
展
に
最
も
大
き
く
貢
献
し
た
、
ま
た
現
に
し
つ
つ
あ
る
思
想
家

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
新
自
由
主
義
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
統
一
的
な
体
系
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
思
想
や
理
論
を
も
つ
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

i
プ
が
い
く
つ
か
集
ま
っ
て
、
互
い
に
知
的
交
流
を
深
め
な
が
ら
形
成
し
て
い
る
一
つ
の
潮
流
で
あ
る
。
今
日
、
そ
う
し
た
新
自
由
主
義

の
潮
流
を
形
成
し
て
い
る
の
は
、
大
き
く
言
っ
て
、
三
つ
の
グ
ル
…
プ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
西
ド
イ
ツ
の
オ
ル
ド
ー
学
派
で
、

新
自
由
主
義
の
旗
標
を
最
も
早
い
時
期
に
揚
げ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
W
・
オ
イ
ケ
ン
、
W
・
レ
プ
ケ
が
指
導
し
、
現
在
、
R
．
フ
ァ
ウ

ベ
ル
な
ど
が
こ
れ
を
継
い
で
い
る
。
次
が
、
C
・
メ
ン
ガ
ー
に
は
じ
ま
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
流
れ
を
汲
む
グ
ル
ー
プ
で
、
L
．
、
、
、
ー

ゼ
ス
亡
き
後
は
、
ハ
イ
エ
ク
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
学
派
で
、
現
在
、

M
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
、
F
・
ナ
イ
ト
、
H
・
C
・
サ
イ
モ
ン
ズ
の
後
を
受
け
、
大
い
に
そ
の
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
本
稿
の
目
的

は
、
新
自
由
主
義
の
潮
流
の
中
に
占
め
る
ハ
イ
エ
ク
の
位
置
を
オ
ル
ド
ー
学
派
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
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る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
オ
ル
ド
ー
学
派
と
ハ
イ
エ
ク
と
の
交
流
は
、
既
に
、
第
二
次
大
戦
前
に
見
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
本
格
的
交
流
が
始
ま
っ
た
の
は
大
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

後
で
、
オ
ル
ド
i
学
派
の
機
関
紙
『
オ
ル
ド
ー
』
（
○
菊
U
O
）
や
国
際
的
な
自
由
主
義
老
の
結
社
で
あ
る
モ
ン
ペ
ラ
ン
協
会
（
竃
〇
三
℃
2
爾
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ω
o
o
一
Φ
昌
）
を
通
し
て
で
あ
る
。
即
ち
、
オ
ル
ド
i
学
派
は
、
既
に
、
第
二
次
大
戦
前
に
、
独
自
に
そ
の
基
本
的
な
思
想
、
理
論
を
確
立

し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
然
そ
こ
に
は
、
ハ
イ
エ
ク
、
更
に
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
と
は
異
っ
た
、
独
特
の
思

想
、
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
、
理
論
の
面
に
お
い
て
オ
ル
ド
ー
学
派
の
人
達
は
、
十
九
世
紀
中
葉
以
来
、
ド
イ
ツ
の
経
済
学
界

を
支
配
し
て
い
た
歴
史
派
経
済
学
、
そ
の
歴
史
主
義
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
人
々
と
は
違
っ
た
方
法
で
対
決
し
た
。
ま
た
、
現
実
の

面
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
人
々
や
シ
カ
ゴ
学
派
の
人
々
が
経
験
し
な
か
っ
た
、
全
体
主
義
（
ナ
チ
、
社
会
主
義
）
と
対
決
し
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
点
か
ら
も
、
オ
ル
ド
ー
学
派
は
そ
の
独
自
の
思
想
理
論
を
展
開
す
る
の
だ
が
、
全
体
的
に
い
っ
て
、
極
め

て
理
想
主
義
な
面
が
強
く
出
て
い
る
。
一
言
で
い
え
ぽ
、
イ
ギ
リ
ス
的
自
由
主
義
の
ド
イ
ツ
的
復
興
な
い
し
展
開
で
あ
る
。

　
注（
1
）
　
こ
の
三
つ
の
外
に
、
ロ
ソ
ド
ソ
大
学
グ
ル
ー
プ
、
イ
タ
リ
ア
・
グ
ル
ー
プ
を
加
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
（
野
尻
武
敏
「
新
自
由
主
義
の

　
経
済
秩
序
と
経
済
政
策
」
『
経
済
論
壇
』
昭
和
四
十
七
年
八
月
号
）
、
こ
こ
で
は
、
現
在
、
な
お
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
る
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

　
　
止
め
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
系
譜
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
S
・
C
・
リ
ト
ル
チ
ャ
イ
ル
ド
『
混
合
経
済
の
虚
偽
』
」
（
『
世
界
経
済
』
昭
和
五
十

　
　
六
年
九
月
号
）
参
照
。

（
2
）
　
第
二
次
大
戦
後
の
新
自
由
主
義
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
も
の
と
し
て
、
一
九
三
八
年
八
月
に
パ
リ
で
行
な
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

　
　
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
善
い
社
会
』
（
↓
ぎ
0
8
匙
⑦
。
ミ
ミ
ざ
　
H
O
ω
①
）
の
著
者
W
・
リ
ッ
プ
マ
ン
の
来
欧
を
機
会
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
L
・
ル
ジ

　
　
エ
、
J
・
リ
ュ
エ
フ
、
ハ
イ
エ
ク
、
ミ
ー
ゼ
ス
、
L
・
ロ
ビ
ン
ズ
、
レ
プ
ケ
な
ど
が
参
加
し
た
（
男
〉
引
＝
翅
o
r
盟
ミ
ミ
馬
⇔
馬
嵩
、
ミ
霧
魯
ミ
’

　
　
ざ
、
ミ
寓
§
職
卑
§
o
ミ
歩
一
8
S
勺
』
8
）
。
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（
3
）
　
機
関
紙
『
オ
ル
ド
i
』
－
は
一
九
四
八
年
、
オ
イ
ケ
ン
、
F
・
ベ
ェ
ー
ム
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
、
A
．
リ
ュ
ス
ト
ウ
や
A
．
、
、
、
ユ
ラ
ー
ア
ル
マ
ッ

　
　
ク
、
レ
プ
ケ
、
ハ
イ
エ
ク
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
毎
年
一
回
発
行
し
て
来
た
。

（
4
）
　
モ
ン
ペ
ル
ラ
ン
協
会
は
一
九
四
七
年
に
ハ
イ
エ
ク
が
創
っ
た
も
の
で
、
ハ
イ
エ
ク
は
、
一
九
六
〇
年
ま
で
会
長
を
つ
と
め
た
。
第
二
代
会
長
は

　
　
レ
プ
ヶ
が
な
っ
た
。

（
一
）
　
方
法
論
の
問
題

　
ハ
イ
エ
ク
と
オ
ル
ド
ー
学
派
を
論
ず
る
場
合
、
第
一
の
重
要
な
視
点
は
、
オ
ル
ド
i
学
派
が
、
そ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
の
経
済
学
界
を
支
配

し
て
い
た
歴
史
派
経
済
学
と
決
別
し
た
時
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
影
響
を
多
少
受
け
つ
つ
、
そ
の
基
本
的
な
方
法
論
を
確
立
し
た
、
と

い
う
視
点
で
あ
る
。
何
故
、
歴
史
派
経
済
学
と
決
別
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
か
、
そ
れ
は
、
歴
史
派
経
済
学
が
、
余
り
に
歴
史
、
ま

た
そ
の
記
述
に
偏
し
、
例
え
ば
、
第
一
次
大
戦
後
の
激
し
い
イ
ン
フ
レ
に
対
し
、
そ
の
原
因
お
よ
び
治
療
法
を
提
示
し
得
る
よ
う
な
理
論

を
も
た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
オ
ル
ド
ー
学
派
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
と
の
問
に
は
、
多
く
の
点
で
共
通
し
て
い
る
と

い
え
る
が
、
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
、
し
か
も
重
要
な
点
で
、
大
き
な
相
違
も
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
国
以
下
で
述
べ
る
自
由
・

秩
序
論
、
ま
た
、
国
家
の
役
割
と
経
済
政
策
に
つ
い
て
の
両
者
の
違
い
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
先

ず
、
こ
の
点
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ω
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
と
「
歴
史
学
派
」

　
ナ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
と
ド
イ
ツ
歴
史
派
経
済
学
と
の
関
係
が
問
題
に
さ
れ
る
場
合
、
所
謂
「
方
法
論
争
」
（
竃
。
甚
o
q
①
コ
ω
訂
①
δ
、
即

ち
、
C
・
メ
ン
ガ
ー
と
G
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
と
の
社
会
科
学
、
と
り
わ
け
経
済
学
に
お
け
る
方
法
論
に
関
す
る
論
争
が
先
ず
論
ぜ
ら
れ
る
。
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し
か
も
、
そ
の
際
、
き
ま
っ
て
、
後
者
の
「
歴
史
的
方
法
」
に
対
し
、
前
者
の
「
理
論
の
優
位
性
」
が
対
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
無
論
、

そ
の
よ
う
な
対
置
は
可
能
で
あ
っ
て
、
両
者
の
相
違
を
浮
き
立
た
せ
る
に
は
よ
い
の
で
あ
る
が
、
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
こ
の
方
法
論

争
が
も
つ
重
要
な
視
点
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
少
な
く
と
も
、
メ
ン
ガ
ー
に
は
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
こ
の
方
法
論
争
の
根
本
に
は
、
社
会
現
象
、
社
会
的
諸
制
度
の
発
生
に
関
す
る
理
解
の
問
題
が
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
か
か
る
視
点
よ
り
す
れ
ば
、
メ
ソ
ガ
ー
は
、
歴
史
法
学
派
の
人
々
が
強
調
し
た
意
味
で
の
歴
史
的
方
法
と
同
じ
方
法
論
に
立
っ
て
い

た
。
．　

周
知
の
よ
う
に
、
歴
史
派
経
済
学
が
め
ざ
し
た
の
は
、
W
・
ロ
ッ
シ
ャ
ー
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
ご
と
く
、
F
・
C
・
ザ
ヴ
ィ
ニ
ー
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ど
の
歴
史
法
学
派
の
人
々
が
、
法
学
の
領
域
で
行
な
っ
た
こ
と
を
、
国
民
経
済
学
の
分
野
に
お
い
て
試
み
る
、
こ
と
に
あ
っ
た
。
け
れ
ど

も
、
メ
ン
ガ
ー
が
鋭
く
見
抜
い
て
い
た
よ
う
に
、
同
じ
く
「
歴
史
学
派
」
と
い
っ
て
も
、
歴
史
法
学
派
と
歴
史
派
経
済
学
と
は
、
そ
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

法
論
に
お
い
て
、
　
「
本
質
的
に
」
異
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
本
質
的
な
相
違
は
、
社
会
現
象
、
社
会
的
諸
制
度
の
生
成
に
つ
い

て
の
理
解
の
違
い
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ザ
ヴ
ィ
ニ
ー
な
ど
の
歴
史
法
学
派
は
、
彼
ら
の
研
究
対
象
で
あ
る
社
会
現
象
、
つ
ま
り
、
法
（
律
）
の
発
生
を
、
次
の
よ
う
に
理
解
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
。
即
ち
、
法
は
、
言
語
と
同
じ
く
、
公
的
権
力
や
実
定
的
立
法
な
ど
に
よ
っ
て
、
意
識
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
国
民
の
長
い

歴
史
的
発
展
の
中
で
、
無
意
識
裡
に
形
成
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
法
の
発
見
過
程
に
お
い
て
、
様
々
な
理
由
か
ら
、
立
法
が
有

益
且
つ
必
要
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
も
、
立
法
者
は
、
国
民
、
あ
る
い
は
民
族
精
神
の
代
表
者
と
見
倣
さ
れ
る
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
法
の
連
続
性
は
こ
れ
を
否
定
し
得
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
歴
史

法
学
派
の
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
じ
め
て
現
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
、
既
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
テ
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ス
キ
ュ
ー
や
イ
ギ
リ
ス
の
E
・
パ
ー
ク
な
ど
に
よ
っ
て
深
く
理
解
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
メ
ン
ガ
ー
は
、
特
に
パ
ー
ク
と

ザ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
の
思
想
的
連
続
性
を
強
調
し
て
、
法
の
「
有
機
的
」
（
O
『
σ
q
9
ヨ
。
）
な
成
立
を
説
い
た
と
こ
ろ
に
彼
ら
の
最
も
大
き
な
功
績

　
　
　
　
　
（
4
）

を
認
め
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
歴
史
派
経
済
学
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
歴
史
派
経
済
学
が
、
歴
史
法
学
派
に
倣
っ
て
、
経
済
学
の
領
域
に
、
歴
史
的
方

法
の
確
立
を
狙
っ
た
こ
と
は
、
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
の
間
に
は
、
メ
ン
ガ
ー
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
根
本
に
お

い
て
本
質
的
な
相
違
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
彼
に
よ
れ
ぽ
歴
史
派
経
済
学
の
方
法
論
を
つ
き
つ
め
る
と
、
そ
れ
は
、
国
民
経
済
の
「
発
展
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

則
」
（
国
昌
一
≦
一
〇
閃
①
一
口
昌
σ
q
ω
α
q
①
ω
①
白
N
）
、
「
自
然
法
則
」
（
Z
讐
二
言
①
ω
①
討
①
づ
）
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
発
展
法
則
や
自
然
法

則
を
確
立
す
る
た
め
に
、
多
数
の
歴
史
的
事
実
の
収
集
が
必
要
と
さ
れ
、
各
国
民
経
済
の
比
較
が
要
謂
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
歴
史
派
経
済

学
の
い
う
歴
史
的
方
法
と
は
、
実
際
は
、
そ
う
し
た
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
方
法
が
、
社
会
現
象
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

社
会
的
諸
制
度
の
発
生
に
つ
い
て
、
「
実
用
主
義
的
」
（
震
⇔
ぴ
q
ヨ
①
二
〇
）
、
目
的
意
識
的
理
解
へ
と
導
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
更
に
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
理
解
の
上
で
、
国
民
経
済
学
に
お
け
る
「
集
団
主
義
」
（
∩
）
○
一
一
①
6
け
固
く
一
ω
5
P
¢
「
ω
）
を
強
調
し
た
こ
と
で

あ
る
。

　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
歴
史
法
学
派
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
的
自
由
主
義
の
伝
統
の
上
に
、
そ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
る
形
で
自

ら
の
理
論
を
精
緻
化
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
歴
史
派
経
済
学
は
、
古
典
的
自
由
主
義
と
対
立
、
な
い
し
批
判
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歴
史
派
経
済
学
が
、
古
典
派
経
済
学
と
対
立
、
批
判
し
た
の
は
、
古
典
派
経
済
学
に
歴
史
的
方
法

が
欠
け
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
社
会
現
象
、
社
会
的
諸
制
度
の
発
生
、
生
成
に
つ
い
て
の
理
解
に
お
い
て
、
根
本
的

に
異
な
っ
て
い
た
か
ら
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
A
・
ス
ミ
ス
の
経
済
学
が
、
い
か
に
、
歴
史
的
基
礎
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
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（
7
）

る
か
は
、
既
に
、
J
・
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
な
ど
の
強
調
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
ス
ミ
ス
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
基
礎
の
上
に
、
社

会
現
象
や
社
会
的
諸
制
度
を
有
機
的
な
現
象
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
生
成
発
展
を
、
目
的
意
識
的
に
作
為
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
洞
察

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
、
特
に
、
法
と
経
済
の
領
域
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
は
な
は
だ
曖
昧
な
表
現
で
は
あ
っ
た
が
、
　
「
見
え

ざ
る
手
の
導
講
レ
と
い
っ
た
表
現
で
、
そ
う
し
た
現
象
を
理
解
し
て
い
た
。
ス
ミ
ス
の
法
の
理
解
を
、
更
に
発
展
さ
せ
、
精
緻
化
し
て
い

た
の
が
、
パ
ー
ク
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
法
学
派
の
人
々
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。
し
か
し
て
、
ス
ミ
ス
の
経
済
の
領
域
で
の
洞
察
を

発
展
、
精
緻
化
さ
せ
た
の
が
、
実
は
、
メ
ン
ガ
ー
の
経
済
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
メ
ン
ガ
ー
は
、
ス
、
、
、
ス
の
考
え
を
一
層
明
確
に
し
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

会
現
象
、
社
会
的
諸
制
度
を
、
　
「
共
同
意
思
な
く
し
て
」
発
生
、
成
長
し
て
い
る
有
機
的
過
程
と
し
て
把
え
、
決
し
て
、
目
的
意
識
的
に

作
為
さ
れ
た
実
用
主
義
的
な
現
象
で
は
な
い
、
と
理
解
し
た
。
メ
ン
ガ
ー
の
精
密
経
済
学
、
あ
る
い
は
、
理
論
経
済
学
と
い
わ
れ
る
も
の

は
、
か
よ
う
な
社
会
現
象
、
社
会
的
諸
制
度
の
発
生
に
関
す
る
理
解
の
上
に
薫
れ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
次
に
、
メ
ソ
ガ
ー
の
社
会
現
象
の
有
…
機
的
理
解
と
、
理
論
経
済
学
に
お
い
て
強
調
さ
れ
る
、
そ
し
て
、
歴
史
派
経
済
学
の
批
判

の
対
象
と
さ
れ
た
、
「
原
子
論
的
方
法
」
（
夢
Φ
簿
。
目
一
ω
江
。
ヨ
2
ゲ
。
ゆ
）
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に

は
、
次
の
三
つ
の
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
、
社
会
現
象
が
有
機
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
現
象
が
極
め
て
複
雑

な
現
象
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
全
体
を
、
何
ら
か
の
法
則
に
よ
っ
て
意
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
二
、
社
会
現
象
の
「
全
体
」
と
、

そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
「
部
分
」
と
は
、
相
互
制
約
的
で
あ
る
。
三
、
わ
れ
わ
れ
の
理
解
に
と
っ
て
よ
り
確
実
な
の
は
、
　
「
部
分
」
の
現

象
で
あ
翻
醒
メ
ン
ガ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
論
理
を
展
開
し
て
、
部
分
の
研
究
と
部
分
と
部
分
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
一
つ
一
つ

積
み
重
ね
、
ま
た
合
成
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
分
と
全
体
の
関
係
、
そ
し
て
全
体
の
構
造
を
理
解
す
る
よ
り
他
に
な
い
、
と
考
え

る
。
そ
こ
か
ら
彼
は
、
部
分
と
部
分
と
の
関
係
、
部
分
と
全
体
の
関
係
を
明
示
す
る
「
理
論
」
（
夢
①
o
q
）
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
し
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か
し
な
が
ら
、
上
の
文
脈
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
理
論
は
メ
ン
ガ
ー
に
と
っ
て
、
そ
れ
自
体
目
的
で
は
な
く
、
社
会
の
有
機
的
現
象

を
理
解
す
る
上
の
一
つ
の
手
段
－
勿
論
、
非
常
に
重
要
な
一
で
あ
っ
た
。
原
子
論
的
方
法
と
は
、
こ
の
よ
う
な
理
論
を
作
っ
て
い
く
上
で

不
可
欠
の
手
続
き
で
あ
る
。
し
か
も
、
理
論
を
作
っ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
合
成
的
手
続
き
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
メ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ガ
ー
の
方
法
論
は
、
正
確
に
は
「
原
子
論
的
・
合
成
的
方
法
」
と
言
っ
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
派
経
済
学
が
、
メ

ン
ガ
ー
の
方
法
論
を
批
判
し
て
、
歴
史
を
無
視
し
理
論
に
偏
し
て
い
る
と
し
た
の
は
、
明
ら
か
に
誤
解
に
よ
る
。

　
か
く
て
、
歴
史
派
経
済
学
の
主
張
す
る
「
集
団
主
義
」
は
、
極
め
て
複
雑
な
社
会
現
象
を
研
究
す
る
方
法
と
し
て
は
、
適
当
で
な
い
こ

と
に
な
馨
歴
史
派
経
済
学
の
説
く
「
国
民
経
済
」
の
現
象
は
・
国
民
が
欲
求
し
、
労
働
し
、
競
争
す
る
、
言
わ
ば
、
雇
済
す
る
国
民
」

の
直
接
的
な
結
果
と
な
っ
て
い
菊
だ
が
そ
れ
は
・
一
つ
の
擬
制
」
（
聞
甕
邑
で
あ
・
て
、
ハ
イ
エ
・
の
い
う
神
人
同
形
同
性
論
と

同
じ
と
解
釈
し
て
よ
い
。
現
実
の
国
民
経
済
は
、
国
民
の
中
に
無
数
に
存
在
し
て
い
る
個
別
経
済
が
複
雑
に
錯
綜
し
な
が
ら
形
成
し
て

い
る
経
済
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歴
史
派
経
済
学
の
「
集
団
主
義
」
が
、
D
・
ヒ
ュ
ー
ム
や
パ
ー
ク
な
ど
が
批
判
し
た
「
合
理
主
義
」

（
H
9
一
一
〇
昌
9
一
一
ω
5
P
）
と
結
び
つ
く
時
、
そ
こ
に
、
国
民
経
済
学
の
任
務
を
「
経
済
発
展
の
法
則
」
、
「
自
然
法
則
」
の
確
立
に
あ
る
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

歴
史
派
経
済
学
の
根
本
的
方
法
論
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
は
、
　
「
経
済
史
の
哲
学
」
は
生
ま
れ
て
も
、
建
設
的

な
「
理
論
」
、
更
に
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
「
政
策
」
は
出
て
こ
な
い
。

　
㈹
　
歴
史
主
義
の
克
服

　
C
・
メ
ン
ガ
ー
に
始
ま
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
伝
統
は
、
そ
の
後
、
F
・
ヴ
ィ
ー
ザ
ー
、
B
・
バ
ヴ
ェ
ル
ク
な
ど
に
よ
っ
て
受
け
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

が
れ
て
い
っ
た
が
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
メ
ン
ガ
ー
の
方
法
論
は
、
L
・
ミ
ー
ゼ
ス
や
ハ
イ
エ
ク
に
よ
っ
て
一
層
発
展
せ
ら
れ
た
。
ミ
ー

ゼ
ス
や
ハ
イ
エ
ク
は
、
メ
ン
ガ
ー
の
強
調
し
た
社
会
現
象
の
有
機
的
理
解
に
特
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
理
論
を
展
開
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（
1
6
）

し
て
い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
人
々
は
、
歴
史
派
経
済
学
に
お
け
る
よ
う
な
「
歴
史
主
義
」
は
、
既
に
、
メ
ン
ガ
ー
に
よ
っ
て
克

服
さ
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
認
識
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
オ
ル
ド
ー
学
派
の
人
々
の
場
合
、
　
「
歴
史
主
義
の
克
服
」
（
∪
冨
d
冨
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

＜
ぎ
O
毒
σ
q
自
Φ
ω
匹
ω
ε
ユ
ω
蝿
捕
ω
）
そ
の
も
の
が
そ
の
出
発
点
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
経
済
学

界
を
支
配
し
て
い
た
の
は
、
圧
倒
的
に
歴
史
派
経
済
学
で
あ
り
、
そ
の
後
現
わ
れ
た
有
力
な
経
済
学
者
達
、
例
え
ば
、
M
・
ヴ
ェ
ー
パ

i
、
W
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
、
O
・
シ
ュ
パ
ン
、
あ
る
い
は
、
F
・
ゴ
ッ
ト
ル
・
オ
ッ
ト
リ
リ
エ
ン
フ
ェ
ル
ト
、
F
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ど
も
、
そ
の
経
済
学
の
研
究
を
歴
史
派
経
済
学
か
ら
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
歴
史
派
経
済
学
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら

も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
立
場
か
ら
、
ど
う
か
し
て
歴
史
派
経
済
学
を
克
服
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
中
で
、
ひ
と
り
ヴ
ェ

ー
バ
ー
を
除
い
て
、
歴
史
派
経
済
学
を
十
分
に
克
服
す
る
こ
と
な
く
終
わ
り
、
彼
ら
の
多
く
は
、
ナ
チ
ズ
ム
や
社
会
主
義
に
接
近
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
集
団
主
義
に
立
つ
歴
史
主
義
の
必
然
的
な
結
果
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
後
に
オ
ル
ド
ー
学

派
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
人
々
に
と
っ
て
、
最
も
差
し
迫
っ
た
問
題
は
、
ナ
チ
ズ
ム
や
、
社
会
主
義
な
ど
の
全
体
主
義
か
ら
、
自
由
主

義
を
守
る
に
は
ど
う
す
れ
ぽ
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
オ
ル
ド
i
学
派
の
人
々
が
先
ず
、
取
り
組
ま
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
課
題
は
「
歴
史
主
義
の
克
服
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
オ
ル
ー
ド
学
派
の
人
々
は
、
歴
史
主
義
を
い
か
に
克
服
し
よ
う
と
し
た
か
、
主
と
し
て
オ
イ
ケ
ン
の
所
論
に
従
っ
て
述
べ
る
こ

と
に
し
ょ
う
。
さ
て
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
オ
イ
ケ
ン
が
と
っ
た
歴
史
主
義
克
服
の
方
法
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

学
派
の
方
法
論
と
、
か
な
り
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
は
っ
き
り
言
え
ば
、
オ
イ
ケ
ン
は
、
メ
ン
ガ
ー
の
方
法
論
に
も

問
題
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
に
と
っ
て
歴
史
主
義
の
克
服
と
い
う
問
題
は
、
　
メ
ン
ガ
ー
の
方
法
論
批
判
も
合
わ
せ
も
っ
て
い
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た
、
と
い
う
こ
と
だ
。
オ
イ
ケ
ン
は
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
は
、
何
よ
り
も
認
識
論
の
問
題
か
ら
解
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
、
彼
は
そ
の
基
本
的
な
認
識
論
を
、
F
・
シ
ラ
ー
の
そ
れ
に
依
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
シ
ラ
ー
は
、
科
学
的
認
識
を
、
次
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

三
つ
の
段
階
に
分
け
る
。
即
ち
、
　
一
、
通
常
の
経
験
主
義
（
α
q
①
コ
P
①
一
つ
①
壇
　
］
円
門
P
づ
一
随
一
ω
ヨ
ニ
ω
）
、
二
、
合
理
主
義
（
園
⇔
二
8
薄
鼠
∋
二
ω
）
、
三
、

合
理
的
経
験
主
義
（
B
江
。
ロ
9
①
国
ヨ
娼
三
ω
目
＝
ω
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
シ
ラ
ー
は
、
各
々
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
注
釈
を

ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
通
常
の
経
験
主
義
は
、
経
験
的
現
象
を
超
え
る
も
の
で
は
な
く
、
常
に
個
別
的
、
偶
然
的
で
あ
る
の
で
、
一
般
的
な

も
の
が
な
い
。
次
に
合
理
主
義
は
、
　
「
現
象
の
因
果
関
係
」
を
求
め
る
こ
と
に
お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
条

件
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は
本
来
結
合
し
て
い
る
も
の
を
無
理
に
ひ
き
離
そ
う
と
す
る
危
険
性
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

通
常
の
経
験
主
義
と
合
理
主
義
の
統
一
に
よ
っ
て
、
真
の
科
学
的
認
識
は
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
合
理
的
経
験
主
義
で
あ
る
と
シ

ラ
ー
は
い
う
。

　
オ
イ
ケ
ン
が
認
識
論
か
ら
方
法
論
を
展
開
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
必
要
を
認
め
た
の
は
、
歴
史
派
経
済
学
に
も
、
メ
ン
ガ
！
に
も
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の
方
法
論
に
、
「
大
き
な
二
律
背
反
」
（
自
凶
①
ぴ
q
8
曾
》
暮
ぎ
。
ヨ
δ
）
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
メ
ン
ガ
ー

が
科
学
的
認
識
を
、
個
別
的
認
識
と
一
般
的
認
識
の
二
つ
に
分
け
、
経
済
学
に
お
い
て
、
前
者
を
扱
う
の
が
歴
史
（
的
）
経
済
学
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

後
者
は
理
論
（
的
）
経
済
学
が
扱
う
と
し
た
、
と
こ
ろ
が
ら
来
て
い
る
。
し
か
し
、
か
か
る
認
識
に
お
け
る
「
二
元
論
」
は
、
常
に
、
　
桝

方
に
偏
し
て
い
く
傾
向
を
避
け
得
ず
、
両
者
が
ま
す
ま
す
分
裂
す
る
に
従
い
、
現
実
か
ら
い
よ
い
よ
遠
ざ
か
る
。
歴
史
画
経
済
学
は
、
個

別
的
認
識
に
偏
し
、
メ
ソ
ガ
i
以
降
の
理
論
経
済
学
は
、
一
般
的
認
識
に
偏
っ
て
き
た
、
と
オ
イ
ケ
ン
は
考
え
る
。
確
か
に
シ
ュ
モ
ラ
ー

が
、
メ
ン
ガ
ー
の
上
に
述
べ
た
ご
と
き
二
元
論
を
批
判
し
、
二
つ
の
認
識
は
決
し
て
調
和
し
得
な
い
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
一
つ
の
経

済
学
を
要
求
し
た
こ
と
は
、
認
識
論
の
上
か
ら
一
応
評
価
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
、
科
学
は
、
理
論
を
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獲
得
す
る
に
先
立
っ
て
、
原
因
・
結
果
の
現
象
を
記
述
す
べ
き
だ
と
も
主
張
す
る
の
は
、
そ
う
す
る
に
不
可
欠
な
手
段
、
即
ち
理
論
が
な

い
た
め
、
現
実
に
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
歴
史
派
経
済
学
は
、
彪
直
な
歴
史
的
事
実
を
収
集
は
し
た
も
の
の
、
現
実
の
経

済
を
そ
の
相
互
関
係
に
お
い
て
把
捉
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
オ
イ
ケ
ン
は
論
じ
、
そ
れ
が
、
歴
史
派
経
済
学
の
限
界

で
あ
り
、
そ
の
歴
史
主
義
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

　
歴
史
派
経
済
学
が
「
歴
史
」
に
偏
し
、
理
論
経
済
学
が
「
理
論
」
に
偏
っ
て
い
る
の
は
、
要
す
る
に
、
認
識
論
に
誤
り
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
シ
ラ
ー
の
先
の
分
類
に
従
え
ば
、
前
者
は
経
験
主
義
に
、
後
者
は
合
理
主
義
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
メ
ン
ガ

ー
の
よ
う
に
、
認
識
上
の
二
元
論
を
容
認
す
る
か
ぎ
り
、
歴
史
と
理
論
の
正
し
い
関
係
は
逐
え
得
な
い
。
現
実
の
現
象
は
、
歴
史
と
理
論

が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
相
応
し
い
位
置
を
得
た
時
、
は
じ
め
て
適
切
な
理
解
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
は
、
シ
ラ
ー
の
い
っ
た
合
理
的
経
験
主

義
の
認
識
に
立
っ
た
時
で
あ
る
。
オ
イ
ケ
ン
は
、
お
お
よ
そ
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ド
イ
ツ
歴
史
派
経
済
学
、
そ
の
歴
史
主
義
に
対
す
る
メ
ン
ガ
ー
と
オ
イ
ケ
ン
の
批
判
、
ま
た
そ
の
克
服
の

仕
方
に
は
、
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
し
、
オ
イ
ケ
ン
の
よ
う
に
、
メ
ン
ガ
ー
の
方
法
論
の
根
本
が
、
そ
の
認
識
論
に

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
オ
イ
ケ
ン
の
議
論
は
十
分
な
説
得
力
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
メ
ン
ガ
ー
の
認
識
論
が
、
彼
の
社
会
現
象
の

生
成
、
発
展
に
つ
い
て
の
理
解
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ぽ
、
問
題
は
複
雑
で
あ
る
。
事
実
、
ハ
イ
エ
ク
は
、
メ
ン
ガ
！
の
方

法
論
を
後
者
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ハ
イ
エ
ク
は
、
メ
ン
ガ
ー
の
二
元
論
や
オ
イ
ケ
ン
の
合
理
的
経
験
主
義
的
認
識
を
論

じ
た
こ
と
は
な
い
が
、
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
、
認
識
論
に
関
す
る
限
り
は
、
オ
イ
ケ
ン
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
オ
イ

ケ
ン
に
は
、
メ
ン
ガ
ー
に
み
ら
れ
た
、
社
会
現
象
の
発
生
、
発
展
に
関
す
る
理
解
は
強
く
出
て
い
な
い
。
そ
こ
が
、
ハ
イ
エ
ク
と
著
し
く

異
な
る
点
で
あ
る
。
ハ
イ
エ
ク
の
社
会
科
学
に
お
け
る
根
本
の
概
念
で
あ
る
「
発
展
的
合
理
主
義
」
（
o
＜
o
冒
二
〇
轟
曼
鑓
ユ
。
昌
⇔
一
凶
ω
旨
）
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は
、
メ
ン
ガ
ー
と
オ
イ
ケ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
即
ち
、
メ
ン
ガ
ー
か
ら
は

社
会
現
象
の
有
機
的
理
解
を
、
そ
し
て
、
オ
イ
ケ
ン
か
ら
は
合
理
的
経
験
主
義
的
認
識
を
、
と
い
っ
た
具
合
に
。

　
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
単
な
る
社
会
に
つ
い
て
の
「
科
学
」
上
の
認
識
で
あ

れ
ぽ
、
シ
ラ
ー
、
オ
イ
ケ
ン
の
論
ず
る
認
識
論
は
、
メ
ン
ガ
ー
の
そ
れ
に
比
べ
、
明
ら
か
に
よ
り
優
れ
て
い
る
が
、
様
々
な
価
値
i
例
、
兄

ぽ
、
自
由
と
か
正
義
と
い
っ
た
一
が
、
当
然
入
っ
て
来
る
「
社
会
」
科
学
に
お
い
て
は
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
十
分
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
か
。
と
い
う
の
は
、
社
会
現
象
の
発
生
、
発
展
を
い
か
に
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、
価
値
に
対
す
る
態
度
は
、
あ
る
程
度
規
定
さ
れ
て

こ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
ハ
イ
エ
ク
と
オ
イ
ケ
ン
な
ど
の
オ
ル
ド
i
学
派
の
人
々
と
の
大
き
な
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思

え
る
。
ハ
イ
エ
ク
が
価
値
に
対
し
、
現
実
的
、
消
極
的
な
の
に
対
し
、
オ
ル
ド
ー
学
派
の
人
々
は
、
極
め
て
理
想
主
義
的
、
積
極
的
な
態

度
を
示
す
。
そ
こ
で
、
次
に
こ
の
点
に
特
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
自
由
と
秩
序
の
問
題
に
つ
い
て
の
ハ
イ
エ
ク
と
オ
ル
ド
ー
学
派
の
考

え
を
述
べ
て
み
よ
う
。
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な
る
。
こ
れ
は
、
メ
ン
ガ
！
、

　
要
す
る
。

（
2
3
）
　
閏
曽
楓
o
r
国
●
》
二
．
閑
ぎ
α
。
。
o
h
菊
9
。
嘗
。
『
巴
δ
ヨ
嬬
層
ぎ
曾
ミ
§
ミ
き
噛
、
8
息
電
り

　
§
職
卜
§
適
ド
＜
o
一
●
ど
お
刈
ω
”
戸
㎝
・
な
ど
参
照
。

ハ
イ
エ
ク
な
ど
の
理
解
と
非
常
に
異
な
る
と
こ
ろ
で
注
意
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6

き
概
臨
画
旨
旨
職
肉
8
蕊
。
ミ
詩
も
。
噛
一
㊤
⑦
四
二
　
卜
匙
3
　
卜
馬
吸
旨
、
ミ
ご
識

（
二
）
　
自
由
と
秩
序

　
ド
イ
ツ
歴
史
派
経
済
学
の
歴
史
主
義
に
対
す
る
メ
ン
ガ
ー
の
批
判
と
、
オ
イ
ケ
ン
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
間

に
、
そ
の
方
法
論
に
お
い
て
、
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
認
識
論
に
お
け
る
メ
ン
ガ
ー
の
二
元
論
と
オ
イ
ケ
ン
の
合
理

的
経
験
主
義
の
立
場
を
比
べ
る
な
ら
ぽ
、
オ
イ
ケ
ン
の
方
法
論
の
方
が
、
明
ら
か
に
優
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
り
、
深
い
。
し
か
し
、
オ

イ
ケ
ン
に
は
、
メ
ン
ガ
ー
に
あ
っ
た
よ
う
な
社
会
現
象
の
生
成
、
発
展
に
つ
い
て
の
理
解
が
、
明
示
的
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。
ハ
イ
エ

ク
は
、
メ
ン
ガ
ー
の
認
識
論
が
社
会
現
象
の
発
生
、
発
展
に
関
す
る
理
解
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
、
だ
が
、
そ
の
認
識
論

は
寧
ろ
オ
イ
ケ
ン
の
合
理
的
経
験
主
義
に
近
い
立
場
に
立
っ
て
、
自
ら
の
方
法
論
を
「
発
展
的
合
理
主
義
」
と
名
づ
け
た
。
そ
れ
で
も
ハ

イ
エ
ク
と
オ
イ
ケ
ン
の
間
に
は
、
相
当
の
開
き
が
出
て
来
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
価
値
の
問
題
と
関
係
す
る
の
で
あ
っ
て
、
メ
ン
ガ

ー
と
同
じ
く
、
ハ
イ
エ
ク
に
お
い
て
、
価
値
は
、
そ
の
社
会
現
象
の
生
成
、
発
展
に
つ
い
て
の
理
解
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
く
る
。
こ
こ

に
ハ
イ
エ
ク
と
オ
イ
ケ
ン
、
ま
た
、
そ
の
他
の
オ
ル
ド
ー
学
派
の
人
々
、
特
に
、
レ
プ
ケ
や
F
・
A
・
ル
ッ
ツ
な
ど
と
の
相
違
が
は
っ
き

り
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
自
由
と
秩
序
の
問
題
を
取
り
扱
い
な
が
ら
、
両
者
の
違
い
を
浮
き
立
た
せ
て
み
た
い
。



ハイエク社会理論体系の研究（七）

　
ω
　
消
極
的
自
由
と
積
極
的
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ハ
イ
エ
ク
の
自
由
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
既
に
別
の
と
こ
ろ
で
詳
し
く
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
次
の
こ
と
だ
け
述
べ
る
に
止

め
議
論
を
進
め
た
い
。
ハ
イ
エ
ク
は
、
自
由
を
「
他
人
の
恣
意
的
強
制
の
な
い
状
態
」
、
更
に
、
「
自
分
が
所
有
し
て
い
る
知
識
を
、
自
分

の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
」
で
あ
る
と
し
た
が
、
そ
れ
は
自
由
の
消
極
的
（
昌
Φ
α
q
9
煙
く
Φ
）
概
念
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
ハ
イ
エ
ク
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
時
代
以
来
の
自
由
の
伝
統
と
、
近
代
社
会
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

く
る
自
由
の
意
味
の
二
つ
を
合
わ
せ
も
た
せ
て
い
る
。
近
代
社
会
の
著
し
い
特
徴
で
あ
る
「
分
業
」
（
α
一
く
一
ω
一
〇
口
　
O
h
　
一
㊤
げ
O
「
）
を
、
「
知
識

の
分
割
」
（
＆
＜
巨
8
0
h
ξ
o
乱
a
σ
q
①
）
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
識
の
問
題
と
自
由
を
関
わ
し
め
、
近
代
的
な
自
由
の
意
味
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

具
体
的
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
人
間
の
も
つ
、
知
識
そ
れ
自
体
が
、
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
由
も
そ
れ
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ハ
イ
エ
ク
の
自
由
の
概
念
は
、
近
代
社
会
の
性
格
に
規
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
し
か
も
あ
ら
ゆ

る
社
会
に
も
共
通
す
る
社
会
的
概
念
で
あ
る
。

　
ハ
イ
エ
ク
が
自
由
を
社
会
的
概
念
と
し
て
把
握
し
た
、
あ
る
い
は
解
釈
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
以
上
か
ら
明
ら
か
だ
と
思
う
が
一

ま
た
、
以
下
に
お
い
て
一
層
明
ら
か
に
な
る
で
あ
る
よ
う
に
一
、
近
代
社
会
の
生
成
、
発
展
に
関
す
る
理
解
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
オ
イ
ケ
ン
は
、
日
に
お
い
て
論
じ
た
ご
と
く
、
そ
う
し
た
理
解
に
十
分
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
く
、
そ
れ
は
ま
た
オ
ル
ド

ー
学
派
全
体
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
却
っ
て
オ
ル
ド
ー
学
派
の
人
々
を
、
価
値
へ
の
拘
束
か
ら
解
放
し
、
価
値
に

つ
い
て
、
自
由
に
思
慮
を
廻
ら
す
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
価
値
へ
の
内
面
的
な
探
求
が
、
つ
ま
り
、
積
極
的
な
価
値
の
要

請
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、
オ
ル
ド
i
学
派
の
顕
著
な
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
オ
ル
ド
i
学
派
の

中
で
も
、
と
り
わ
け
、
レ
プ
ケ
に
そ
う
い
っ
た
傾
向
が
強
く
窺
え
る
。
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自
由
が
、
人
間
の
諸
価
値
の
中
で
、
最
も
高
い
位
置
を
占
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
は
、
ハ
イ
エ
ク
、
オ
ル
ド
ー
学
派
の
入
々

を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
新
自
由
主
義
者
の
共
通
し
た
信
条
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
イ
エ
ク
が
、
社
会
現
象
－
特
に
近
代
の
一
の
理
解
か
ら

自
由
の
内
的
省
察
に
規
律
を
求
め
た
の
に
対
し
、
オ
ル
ド
…
学
派
の
人
々
は
、
寧
ろ
、
そ
う
し
た
方
向
を
押
し
進
め
た
。
オ
イ
ケ
ン
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

自
由
を
、
社
会
的
概
念
以
上
の
も
の
、
　
「
単
な
る
教
義
で
は
な
く
、
人
間
の
実
存
の
唯
一
可
能
な
形
態
」
と
し
て
把
え
た
。
L
・
エ
ァ
ハ

ル
ト
も
ま
た
、
自
由
は
一
つ
の
全
体
で
あ
っ
て
、
政
治
的
、
経
済
的
自
由
と
、
精
神
的
、
宗
教
的
自
由
と
の
不
可
分
性
を
強
調
し
た
。
レ

プ
ケ
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
更
に
徹
底
さ
せ
て
、
自
由
の
概
念
を
以
下
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

　
レ
プ
ケ
は
、
自
由
の
概
念
を
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
。
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
自
由
の
概
念
は
、
古

代
ポ
リ
ス
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
発
展
過
程
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
自
由
で
あ
り
、
　
「
ポ
リ
ス
的
自
由
」
と
呼
ば
れ
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
は
、
も
と
も
と
、
小
土
地
所
有
民
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
共
同
体
で
あ
っ
て
、
建
前
と
し
て
は
、
法
の
前

で
の
平
等
な
権
利
と
義
務
を
も
つ
自
由
民
か
ら
な
る
国
家
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
後
、
自
由
の
そ
う
し
た
概
念
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
魂

の
配
慮
」
（
①
O
一
ヨ
①
一
①
一
餌
）
が
示
す
よ
う
に
内
面
化
へ
の
契
機
を
強
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
自
由
の
概
念
の
内
面
化
は
、
エ
ピ
ク
μ
ス
学
派

や
、
ス
ト
ア
学
派
な
ど
が
、
平
静
心
（
9
◎
一
僧
目
9
×
一
9
◎
）
や
無
感
情
（
巷
⇔
夢
。
冨
）
な
ど
を
理
想
と
し
た
よ
う
に
、
一
層
押
し
進
め
ら
れ
て
い

っ
た
。
そ
し
て
、
レ
プ
ケ
は
、
こ
の
よ
う
な
ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
的
自
由
、
あ
る
い
は
、
内
面
的
な
自
由
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
完

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

成
さ
れ
た
と
考
え
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
背
景
を
な
す
旧
約
宗
教
に
お
い
て
は
、
自
由
は
神
に
つ
い
て
の
み
語
ら
れ
て
い
た
が
、
罪
の
赦

し
の
福
音
を
最
も
重
要
な
内
容
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
に
至
っ
て
、
自
由
は
、
「
神
の
子
た
ち
の
栄
光
」
（
「
ロ
マ
書
」
、
八
・
二
一
）
の
そ
れ

と
し
て
説
か
れ
た
。
そ
の
核
心
は
、
罪
か
ら
の
解
放
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
神
に
直
接
抱
か
れ
て
い
る
孤
独
な
人
間
の
魂
が
、
隣

人
へ
の
愛
を
喚
起
し
て
、
愛
に
よ
る
共
同
的
な
る
べ
き
も
の
に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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ハイェク社会理論体系の研究（七）

　
し
た
が
っ
て
、
レ
プ
ケ
が
擁
護
し
よ
う
と
し
た
社
会
的
価
値
と
し
て
の
自
由
主
義
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
的
自
由
と
キ
リ

ス
ト
教
的
自
由
に
基
礎
を
お
く
も
の
で
あ
っ
た
。
レ
プ
ケ
は
、
自
由
主
義
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
①
人
間
主
義
的

（
ゴ
ニ
ヨ
簿
巳
ω
一
圃
ω
o
げ
）
。
自
由
主
義
は
、
人
間
を
歴
史
的
一
回
性
と
し
て
す
べ
て
尊
敬
に
値
す
る
も
の
と
考
え
、
人
間
を
手
段
と
し
て
で
は

な
く
、
目
的
そ
も
の
と
し
て
扱
う
。
②
人
格
主
義
的
（
O
巽
ω
8
巴
一
ω
一
一
ω
畠
）
。
人
間
の
最
も
価
値
あ
る
行
為
は
、
自
ら
の
良
心
に
従
っ

て
、
自
己
の
採
る
べ
き
態
度
を
決
定
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
人
格
の
尊
厳
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
も
の
も
こ
れ
を
侵
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
③
反
権
力
主
義
的
（
P
コ
一
一
簿
口
け
○
『
凶
↓
O
「
）
。
自
由
主
義
は
、
ど
の
よ
う
な
権
力
の
拡
大
、
集
中
に
も
反
対
す
る
。
権
力
は
す
べ
て
、
何
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

か
の
対
応
力
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
必
ず
腐
敗
し
、
早
晩
乱
用
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
由
主
義
は
、
国
家

を
神
聖
視
す
る
共
同
体
的
ロ
ー
マ
ン
主
義
に
も
、
ま
た
、
自
由
と
権
力
と
を
同
一
視
す
る
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
に
も
反
対
す
る
。
④
普
遍
的

（
二
巳
く
興
ω
巴
）
。
こ
こ
に
普
遍
的
と
い
う
の
は
、
宗
教
的
、
倫
理
的
意
味
で
あ
っ
て
、
自
由
主
義
は
す
べ
て
の
問
題
を
、
先
ず
宗
教
的
、

倫
理
的
観
点
か
ら
考
え
、
そ
の
次
に
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
側
面
に
及
ぼ
す
。
そ
れ
故
自
由
主
義
は
、
国
家
主
義
、
マ
キ
ャ
ベ
リ

ズ
ム
、
帝
国
主
義
に
反
対
で
あ
る
。
⑤
合
理
主
義
的
（
『
⇔
置
旧
〇
］
口
螢
一
一
ω
一
一
ω
O
げ
）
。
自
由
主
義
は
、
理
性
の
中
に
人
間
の
も
つ
偉
大
な
能
力
を
認

め
、
し
か
も
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
人
に
等
し
く
備
わ
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
故
、
自
由
主
義
は
、
人
間
の
愚
か
さ
、
偽
り
、
悪
意

な
ど
は
、
こ
れ
を
理
性
の
審
判
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
点
で
合
理
主
義
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
の
よ
う
に
、
レ
プ
ケ
の
自
由
の
概
念
は
、
極
め
て
、
宗
教
的
、
倫
理
的
色
彩
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
が
、
ハ
イ
エ

ク
の
社
会
的
概
念
と
し
て
の
自
由
と
著
し
く
相
違
す
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
新
自
由
主
義
者
に
と
っ
て
、
自
由
と
並
ん
で
最
も

重
要
な
「
秩
序
」
（
o
巳
①
5
0
a
昌
⊆
昌
σ
q
）
の
概
念
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
㈹
　
自
発
的
秩
序
と
《
O
巳
。
》
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オ
イ
ケ
ン
の
秩
序
の
概
念
は
・
半
々
次
の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
魍
先
ず
・
オ
イ
ケ
・
は
・
秩
序
を
・
本
質
的
あ
る
い
は
自
然
的

秩
序
（
芝
。
ω
Φ
易
o
a
昌
最
ひ
q
o
O
興
Z
簿
霞
o
a
ロ
毒
α
q
）
と
、
具
体
的
、
あ
る
い
は
個
別
的
秩
序
（
ぎ
昌
ξ
簿
ρ
　
o
α
霞
　
ぎ
轟
く
一
q
犀
巴
①

9
含
§
σ
q
）
と
に
分
け
る
。
更
に
、
オ
イ
ケ
ン
は
、
後
者
の
具
体
的
、
個
別
的
秩
序
を
、
定
立
さ
れ
た
秩
序
（
ひ
q
①
ω
2
N
8
9
書
紋
σ
q
）

と
成
長
的
秩
序
（
ゆ
q
①
芝
曽
9
ω
器
O
a
巨
品
）
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
秩
序
の
概
念
を
、
オ
イ
ケ
ン
の
説
明
に
従
っ
て
述
べ
よ

う
。
本
質
的
（
自
然
的
）
秩
序
と
は
、
人
間
と
事
物
の
本
性
に
一
致
し
た
秩
序
で
、
オ
イ
ケ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
は
基
準
と
均
衡
と
が

存
在
す
る
。
か
か
る
秩
序
の
概
念
は
、
古
代
の
哲
学
に
お
い
て
も
既
に
把
握
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
明
確
な
形
を
と
っ
て
き
た
の
は
中

世
に
な
っ
て
で
あ
り
、
多
様
な
も
の
を
一
つ
の
全
体
に
「
有
意
味
に
」
統
合
す
る
、
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

オ
ル
ド
i
学
派
の
い
う
《
オ
ル
ド
ー
〉
（
O
a
o
）
と
は
、
こ
の
秩
序
の
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
（
個
別
的
）
秩
序
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
普

通
、
　
「
経
済
秩
序
」
と
い
っ
た
意
味
で
使
っ
て
い
る
も
の
で
、
実
際
、
日
常
生
活
の
中
で
変
化
し
な
が
ら
現
実
を
形
成
し
て
い
る
秩
序
を

い
う
。
例
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
に
は
、
そ
の
年
の
現
実
の
経
済
秩
序
が
あ
り
、
一
九
四
五
年
に
は
、
そ
の
年
の
現
実
の
経
済
秩
序
が
あ
る

と
い
う
よ
う
に
。
定
立
さ
れ
た
秩
序
と
は
、
予
め
決
め
ら
れ
た
計
画
の
遂
行
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
秩
序
、
成
長
的
秩
序
と
は
歴
史
過
程
の

中
で
、
意
識
的
な
決
定
な
く
し
て
形
成
さ
れ
た
秩
序
を
そ
れ
ぞ
れ
い
う
。

　
こ
れ
が
オ
イ
ケ
ン
の
秩
序
の
概
念
の
簡
単
な
説
明
だ
が
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
二
つ
の
問
題
に
答
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
、

何
故
、
本
質
的
秩
序
で
あ
る
9
仙
。
を
重
要
と
考
え
こ
れ
を
強
調
す
る
の
か
。
二
、
ハ
イ
エ
ク
の
秩
序
論
と
、
ど
う
い
う
点
が
類
似
し
、

ど
う
い
う
点
で
異
っ
て
い
る
か
、
の
二
つ
の
問
題
で
あ
る
。
先
ず
第
一
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
オ
イ
ケ
ン
自
身
次
の
よ
う
に
答

え
て
い
る
。
即
ち
、
O
a
o
の
理
念
は
、
社
会
が
円
滑
に
働
か
ず
、
ま
た
不
公
正
が
社
会
に
は
び
こ
つ
て
い
る
困
難
な
時
代
に
、
大
き
な

力
を
与
え
る
か
ら
だ
、
と
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
う
し
た
困
難
な
時
代
に
直
面
し
た
時
、
よ
り
よ
い
秩
序
を
求
め
て
そ
れ
と
対
決
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し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
人
間
と
か
事
物
の
本
性
と
い
っ
た
も
の
か
ら
考
え
な
く
て
は
、
よ
り
よ
い
秩
序
に
思
い
至
る
こ

と
が
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
○
巳
。
の
理
念
は
、
一
応
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、
歴
史
を
貫
く
普
遍
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
オ
イ
ケ
ン
は
、
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
の
転
換
期
に
お
い
て

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
哲
学
が
与
え
た
影
響
、
そ
れ
に
、
十
七
世
紀
お
よ
び
十
八
世
紀
に
、
自
然
秩
序
（
O
同
α
円
①
　
　
】
P
帥
一
口
『
①
一
）
が
入
為
的
秩

序
（
o
乙
お
8
ω
騨
O
と
対
立
さ
せ
ら
れ
、
法
お
よ
び
国
家
の
形
成
、
経
済
政
策
の
分
野
で
与
え
た
大
き
な
影
響
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し

て
、
オ
イ
ケ
ン
は
、
O
a
o
の
理
念
は
、
今
や
再
び
生
き
返
っ
て
き
た
と
い
う
。
と
い
う
の
は
、
工
業
化
の
急
速
に
進
ん
だ
現
代
経
済
に

お
い
て
、
い
か
に
、
人
間
と
事
物
の
本
性
に
一
致
し
た
国
家
、
法
律
、
経
済
制
度
を
見
い
出
し
、
建
設
し
て
い
く
か
が
、
今
日
の
差
し
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

つ
た
課
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
○
乙
。
　
概
念
は
、
レ
プ
ヶ
の
「
自
然
的
秩
序
」
（
巳
①
口
鉾
旨
一
ざ
冨
O
a
二
念
o
q
）
と
同
じ
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
、

こ
こ
で
少
し
く
レ
プ
ケ
の
考
え
を
見
て
お
こ
う
。
レ
プ
ケ
の
自
然
的
秩
序
も
、
人
間
の
本
性
に
相
応
し
い
秩
序
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

現
代
社
会
が
そ
う
し
た
状
態
か
ら
ま
す
ま
す
疎
遠
に
な
り
、
不
自
然
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
へ
の
抵
抗
か
ら
特
に
強
調
さ
れ
た
概
念
で

あ
る
。
人
間
の
本
性
か
ら
乖
離
し
た
不
自
然
な
も
の
と
は
、
現
代
の
文
明
で
あ
り
、
そ
れ
を
集
約
的
に
表
現
し
て
い
る
都
市
文
明
で
あ

り
、
そ
の
中
に
現
わ
れ
て
い
る
日
常
生
活
の
機
械
化
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
、
大
衆
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
の
領
域
に
お
い
て
は
、
政
治
権

力
の
集
中
で
あ
り
、
ま
た
、
経
済
領
域
に
お
け
る
経
済
力
の
集
中
化
を
進
め
、
経
済
活
動
を
窒
息
さ
せ
て
い
る
集
産
主
義
（
国
。
＝
①
犀
二
く
肥

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ω
ヨ
器
）
で
あ
る
。
だ
が
、
政
治
権
力
の
集
中
は
、
法
治
国
家
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
済
力
の
集
中
も
市
場
経
済
と
両
立
し
得
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
治
国
家
や
市
場
経
済
も
、
個
人
の
責
任
、
道
徳
、
倫
理
、
全
体
に
対
す
る
義
務
、
伝
統
、
歴
史
、
宗
教
な
ど
と

調
和
し
て
、
は
じ
め
て
そ
の
基
盤
を
強
固
な
も
の
に
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
、
そ
の
場
合
の
み
、
機
械
化
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
、
大
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衆
化
し
た
現
代
文
明
も
、
そ
の
根
底
か
ら
回
復
へ
向
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
形
成
さ
れ
る
秩
序
が
自
然
的
秩
序
で
あ
る
。
レ
プ
ケ

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
も
し
、
現
代
の
社
会
危
機
、
文
化
危
機
の
恐
る
べ
き
重
要
な
問
題
を
、
実
際
に
そ
の
深
さ
と
、
広
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

り
に
お
い
て
把
握
す
る
な
ら
、
こ
の
問
題
に
与
え
得
る
唯
一
の
解
答
は
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
自
然
的
秩
序
で
あ
る
。
」
こ
の
よ
う
に
、

レ
プ
ケ
の
自
然
的
秩
序
は
、
オ
イ
ケ
ン
の
O
a
o
の
概
念
に
、
更
に
、
倫
理
的
、
宗
教
的
色
彩
を
濃
く
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
オ
ル
ド
ー
学
派
の
秩
序
概
念
と
、
ハ
イ
エ
ク
の
そ
れ
と
は
、
い
か
な
る
点
で
類
似
し
て
お
り
、
い
か
な
る
点
で

異
っ
て
い
る
か
、
次
に
考
え
て
み
よ
う
。
周
知
の
通
り
、
ハ
イ
エ
ク
の
秩
序
の
概
念
は
、
「
自
発
的
秩
序
」
（
僧
ω
℃
〇
三
き
①
o
信
ω
o
a
9
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

「
設
定
さ
れ
た
秩
序
」
（
国
ヨ
9
。
α
①
o
乙
興
）
と
の
二
つ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
一
見
す
る
と
、
ハ
イ
エ
ク
の
秩
序
概
念
は
、
上
に
述

べ
た
オ
イ
ケ
ン
の
「
成
長
的
秩
序
」
と
「
定
立
さ
れ
た
秩
序
」
に
類
似
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
確
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
後
者
の
設
定
さ

れ
た
秩
序
と
定
立
さ
れ
た
秩
序
と
は
、
大
体
同
じ
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
前
者
の
自
発
的
秩
序
と
成
長
的
秩
序
と
の
比
較
は
、
少
し
く

説
明
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
わ
た
し
の
ハ
イ
エ
ク
理
解
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
o
H
脅
①
§
ε
お
一
と
o
a
お
O
o
忽
け
罵
は
、
ハ
イ

エ
ク
の
い
う
O
ξ
ω
①
一
（
自
然
的
な
る
も
の
）
と
夢
。
ω
9
（
作
為
的
な
る
も
の
）
の
二
分
法
に
対
応
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
イ
ケ

ン
の
本
質
的
秩
序
と
具
体
的
秩
序
と
が
、
霞
酔
。
⇒
象
旨
①
一
と
。
「
費
①
b
o
ω
三
h
と
に
、
厳
密
な
意
味
で
対
応
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
オ
イ
ケ
ン
は
、
成
長
的
秩
序
を
具
体
的
秩
序
に
入
れ
て
い
る
か
ら
で
、
そ
れ
は
、
o
「
費
。
弓
。
ω
三
h
を
少
し

超
え
た
概
念
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
オ
イ
ケ
ン
の
場
合
、
O
a
o
の
理
念
は
、
具
体
的
秩
序
を
拘
束
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　
ハ
イ
エ
ク
の
自
発
的
秩
序
の
概
念
は
、
℃
ξ
ω
虫
で
も
夢
Φ
ω
Φ
一
で
も
な
い
い
は
ぽ
第
三
の
領
域
の
歴
史
的
に
発
展
し
て
い
る
秩
序
を
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
自
発
的
秩
序
は
、
例
え
ば
、
「
自
然
法
の
問
題
」
と
い
う
も
の
に
も
関
わ
っ
て
い
て
、
℃
ξ
ω
虫
と
の
強
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（
1
6
）

い
関
連
を
否
定
し
得
な
い
。
オ
イ
ケ
ン
の
成
長
的
秩
序
も
、
O
a
o
の
理
念
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
歴
史
的
に
規
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
ハ
イ
エ
ク
の
自
発
的
秩
序
の
概
念
と
、
オ
イ
ケ
ン
の
成
長
的
秩
序
の
概
念
は
、
か
な
り
類
似
し
た

も
の
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
、
次
の
点
に
お
い
て
、
両
者
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
る
。
ハ
イ
エ
ク
の
自
発
的
秩
序
の
概
念
は
、
い
か
な
る
時
代
に
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
そ
れ
は
、
近
代
社
会
の
生

成
、
発
展
に
関
す
る
理
解
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
抽
象
的
概
念
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
、
価
値

に
対
し
規
律
を
求
め
る
の
で
あ
り
、
価
値
に
対
し
て
消
極
的
な
態
度
を
採
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
態
度
は
、
勿
論
価
値
相
対
主
義

　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
そ
れ
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
O
a
o
は
、
普
遍
的
概
念
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
こ
に
は
、
常
に
、
例
え
ば
、
E
・
フ
ッ
サ
ー
ル
の

「
本
質
直
観
」
（
芝
Φ
ω
Φ
昌
ω
①
円
ω
O
げ
鋤
信
β
コ
α
q
）
と
い
っ
た
も
の
が
働
く
の
で
、
勢
い
価
値
に
対
し
、
積
極
的
な
態
度
を
採
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
成
長
的
秩
序
を
強
く
拘
束
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ハ
イ
エ
ク
に
お
い
て
は
、
倫
理
や
宗
教
と
い
っ
た

も
の
は
、
積
極
的
に
論
ぜ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
オ
ル
ド
i
学
派
の
人
々
に
は
、
倫
理
や
宗
教
は
、
極
め
て
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め

て
い
て
、
積
極
的
に
論
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
上
に
述
べ
た
レ
プ
ヶ
な
ど
の
よ
う
に
本
質
的
秩
序
と
成
長
的
秩
序
と
の
概
念
区

別
が
な
い
場
合
に
は
、
特
に
、
そ
う
し
た
態
度
が
前
面
に
現
わ
れ
る
。

　
注（
1
）
　
拙
著
『
ハ
イ
エ
ク
の
政
治
経
済
学
』
（
昭
和
五
十
六
年
）
五
八
頁
以
下
参
照
。

（
2
）
　
出
9
。
岩
r
男
〉
二
↓
ぎ
9
§
欝
、
1
勘
ミ
ミ
ミ
馬
§
駄
曾
蔚
ミ
3
お
毅
二
〇
●
お
．

（
3
）
　
国
二
〇
冨
戸
≦
二
〇
、
§
譜
ミ
葵
儀
ミ
ミ
受
ミ
鼻
ミ
ゾ
号
ミ
ミ
画
δ
㎝
N
℃
ω
・
嵩
①
・

（
4
）
　
男
α
冨
。
●
≦
二
b
禽
宍
ミ
肺
ミ
ミ
馬
ミ
軋
禽
一
己
い
ミ
ミ
身
ミ
§
”
日
潔
8
ω
」
P
何
故
な
ら
両
者
は
、
「
個
人
と
国
家
と
の
緊
張
に
充
ち
た
関
係
を
、

　
す
べ
て
の
人
間
に
環
堵
さ
れ
て
い
る
理
性
の
公
準
に
従
っ
て
、
ま
た
、
手
段
と
し
て
で
は
な
く
目
的
と
し
て
の
人
間
に
相
応
し
く
与
え
ら
れ
て
い
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る
価
値
に
従
っ
て
規
制
し
、
国
家
権
力
に
個
人
の
自
由
権
を
対
置
さ
せ
た
し
か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
の
論
文
は
多
少
修
正
さ
れ
て
、
そ
の
タ
イ
ト

　
　
ル
を
．
．
ピ
ま
臼
巴
δ
ヨ
島
1
＜
曾
ぴ
q
ぎ
o
q
一
ぎ
げ
。
ω
＝
β
α
⇔
昌
く
。
薦
ぎ
ひ
q
ぎ
げ
①
ω
、
”
と
変
え
て
ミ
葛
§
織
ミ
ミ
3
巳
㎝
ρ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
同
三
⊆
二
ω
・
旨
●
レ
プ
ケ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
、
人
間
を
神
の
子
と
し
て
、
国
家
の
足
枷
か
ら
解
放
し
、
古
代
国
家
の
《
o
ω
旨
詳
9
四
脱
き
巳
ρ
⊆
o
》

　
　
（
O
⊆
ひ
q
ぎ
一
目
。
岡
。
匿
①
【
o
）
を
打
ち
崩
す
と
い
う
革
命
的
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）
　
守
ζ
層
ω
・
目
G
n
．
以
下
参
照
。

（
7
）
　
H
三
α
‘
ρ
日
①
・
ア
ク
ト
ン
卿
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
権
力
は
常
に
腐
敗
す
る
。
絶
対
的
権
力
は
絶
対
的
に
腐
敢
す
す
」
（
田
珍
。
ユ
。
巴

　
　
国
ω
ω
国
団
ω
四
昌
匹
ω
け
⊆
巳
Φ
9
お
O
S
b
幽
α
O
心
’
）

（
8
）
　
レ
プ
ケ
は
ま
た
自
由
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
　
「
自
由
が
な
け
れ
ば
、
義
務
の
感
情
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
真
の
道
徳
的

　
　
行
為
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
わ
れ
わ
れ
の
最
も
高
貴
な
る
道
徳
理
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
」
（
≦
o
罵
費
P
閃
お
。
畠
。
旨
噛
9
巳
ぎ
h
一
二
一
〇
P
μ
㊤
①
食

　
　
戸
H
①
．
）
と
。

（
9
）
国
償
。
吋
o
P
≦
二
〇
、
§
島
ミ
ミ
犠
ミ
ミ
ミ
。
・
鼻
ミ
一
盛
。
ミ
魯
目
8
ド
ψ
ω
お
．
次
客
参
照
。

（
1
0
）
　
H
玄
α
二
ω
。
G
。
刈
ω
．

（
1
1
）
　
図
9
屏
ρ
芝
二
．
6
δ
Z
凶
慈
葺
9
Φ
O
箆
建
昌
σ
q
．
、
ぎ
ミ
島
§
職
ミ
ミ
い
ち
0
9
ω
．
日
ω
㎝
・

（
1
2
）
　
守
置
二
ω
」
零
1
。
。
●
詳
し
く
は
次
節
以
下
で
述
べ
る
。

（
1
3
）
　
一
び
置
二
ω
」
昭
’

（
1
4
）
　
＝
9
。
団
。
ぎ
団
・
〉
二
卜
織
§
卜
貸
覧
防
h
ミ
軌
§
§
犠
卜
＆
ミ
電
魍
＜
o
ド
♂
H
㊤
お
噂
O
・
ω
O
．
穿
下
参
照
。

（
1
5
）
　
出
帥
曳
①
吋
・
聞
。
〉
二
　
↓
魯
恥
O
o
蕊
論
謙
ミ
職
。
蕊
ミ
ト
き
馬
、
帖
発
”
　
ド
㊤
①
ρ
　
O
．
N
ω
①
・
　
な
ど
参
昭
騨
。

（
1
7
）
　
価
値
の
概
念
を
消
極
的
に
解
釈
す
る
こ
と
と
、
価
値
相
対
主
義
と
は
全
く
違
っ
た
概
念
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
オ
ル
ド
ー
学
派
の
人
々
に
、
両
者

　
　
の
区
別
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
が
、
結
局
は
、
ハ
イ
エ
ク
と
著
し
く
違
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
次
号
に
お
い
て
も
っ
と
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
こ
で
指

　
　
摂
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
ハ
イ
エ
ク
の
「
抽
象
的
な
る
も
の
の
優
位
性
」
（
目
び
。
℃
ユ
ヨ
劇
団
o
h
甚
。
簿
げ
ω
け
搬
口
9
）
と
い
う
根
本
の
認
識
論
が

　
　
オ
ル
ド
ー
学
派
の
人
々
に
は
な
い
。
こ
の
ハ
イ
エ
ク
の
根
本
の
認
識
論
を
十
分
理
解
で
き
れ
ば
、
価
値
を
消
極
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
、
却
っ
て

　
　
真
の
深
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
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